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桜
井
神
社
は
、
白
山
社
と
し
て
徳
川
氏

の
崇
敬
を
受
け
、
近
郷
24
か
村
の
氏
子
を

持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
明
治
期
に
は
、
36

か
村
の
氏
子
を
持
つ
ま
で
に
至
り
ま
し
た
。

毎
年
祭
礼
が
盛
大
に
行
わ
れ
た
記
録
が
書

き
つ
づ
ら
れ
た
も
の
が
祭
禮
帳
で
す
。

宗
門
人
別
御
判
形
帳
は
、
文
政
11
年
と

文
久
４
年
の
２
冊
が
あ
り
、
36
年
間
の
檀だ
ん

那な

と
寺
の
推
移
を
検
討
す
る
に
は
、
重
要

一
幅
　
有
形
文
化
財
絵
画
　

正
保
３
年
（
１
６
４
６
）

こ
の
像
は
、
首
に
帽も
う

子す

を
巻
き
、
黒
衣
、

黒
袈け

裟さ

を
着
け
、
念
珠
を
右
手
に
上
段
に

し
て
持
ち
、
各こ
う

狭ざ

間ま

付
き
礼ら
い

盤ば
ん

に
斜
め
右

を
向
い
て
座
っ
て
い
ま
す
。
今
回
指
定
と

な
っ
た
親
鸞
聖
人
像
、
聖
徳
太
子
像
、
真

宗
七
高
僧
像
は
、
裏
書
き
が
残
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
正
保
３
年
に
東
本
願
寺
の

宣
如
上
人
か
ら
下
附
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
宣
如
上
人
の
使
命

は
、
東
本
願
寺
を
一
派
の
本
寺
と
し
て
名

実
と
も
に
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
し
た
。
寛

永
16
年
（
１
６
３
９
）
に
は
、
徳
川
家
光

か
ら
土
地
の
寄
進
を
受
け
、
寺
地
を
拡
張
、

石
川
丈
山
に
依
頼
し
、
渉
成せ
い

園え
ん

（
枳き

殼こ
く

邸て
い

）

を
築
き
ま
し
た
。

親
鸞
の
画
像
と
し
て
は
、
存
命
中
に
描

か
れ
、
三
河
国
安
城
に
伝
え
ら
れ
た
と
す

る
「
安
城
御
影
」
が
有
名
で
、
現
在
は
西

本
願
寺
に
伝
わ
り
、
国
宝
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ほ
か
の
市
指
定
文
化
財
の
親
鸞
聖
人

像
に
は
、
西
�
寺
と
本
證
寺
の
も
の
が
あ

り
ま
す
。

一
幅
　
有
形
文
化
財
絵
画

正
保
３
年
（
１
６
４
６
）

イ
ン
ド
か
ら
中
国
を
経
て
、
日
本
に
至
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６
４
６
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身
に
袈
裟
を
ま
と
い
、
両
手
で
柄え

香こ
う

炉ろ

を
持
ち
、
父
・
用
明
天
皇
の
病
気
平へ
い

癒ゆ

を

念
じ
た
聖
徳
太
子
16
歳
の
時
の
姿
を
描
い

絹
本
著
色

絹
本
著
色

聖
徳
太
子
像

聖
徳
太
子
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る
浄
土
教
の
祖
師
に
つ
い
て
、
親
鸞
が
選

ん
だ
７
人
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
上
段
の

２
人
は
、
イ
ン
ド
の
龍
樹
、
天て
ん

親じ
ん

、
中
段

の
３
人
は
、
中
国
の
曇ど
ん

鸞ら
ん

、
道ど
う

綽し
ゃ

、
善ぜ
ん

導ど
う

、

下
段
は
、
日
本
の
源げ
ん

信し
ん

、
源げ
ん

空く
う

が
描
か
れ

て
い
ま
す
。
七
高
僧
を
こ
の
よ
う
な
形
式

で
定
め
た
の
は
、
�
如
上
人
の
こ
ろ
と
さ

た
も
の
で
、
孝
養
の
太
子
と
も
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。
上
部
に
は
病
気
平
癒
を
願
っ
た

讃さ
ん

が
４
行
書
か
れ
て
い
ま
す
。

市
指
定
文
化
財
の
中
に
、
木
造
聖
徳
太

子
像
（
本
證
寺
）
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

も
太
子
16
歳
の
孝
養
像
で
右
手
に
笏
し
ゃ
く

、
左

手
に
柄
香
炉
を
持
つ
姿
が
表
現
さ
れ
て
い

ま
す
。

れ
て
い
ま

す
。真

宗
寺

院
で
は
聖

徳
太
子
像

一
幅
と
七

高
僧
像
一

幅
が
安
置

さ
れ
て
い

ま
す
。
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な
資
料
で
す
。
ま
た
、
検
地
帳
な
ど
50
点

の
中
に
は
、
年
貢
の
皆
済
、
論
争
の
書
状
、

願
上
書
な
ど
貴
重
な
文
書
が
あ
り
ま
す
。

有
形
文
化
財
古
文
書

�
祭
禮
帳
４
冊
　
明
和
５
年（
１
７
６
８
）

�
宗
門
人
別
御
判
形
帳
２
冊
　
文
政
11
年

（
１
８
２
８
）、
文
久
４
年
（
１
８
６
４
）

�
検
地
帳
６
冊
　
慶
長
19
年（
１
６
１
４
）

ほ
か

�
年
貢
皆
済
関
係
、
訴
状
、
願
上
書
な
ど

50
点

市
教
育
委
員
会
で
は
、
11
月
３
日
付
け
で
、
桜
井
町
桜
井
神
社
に
あ
る
「
桜
井
神
社

文
書
」
62
点
と
、
東
町
法
行
寺
に
あ
る
「
絹
本
著
色
親
鸞
聖
人
像
」「
絹
本
著
色
聖
徳
太

子
像
」「
絹
本
著
色
真
宗
七
高
僧
像
」
を
新
た
に
市
指
定
文
化
財
に
指
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
で
、
市
指
定
文
化
財
は
177
件
と
な
り
、
国
指
定
５
件
、
県
指
定
13
件
と
合
わ
せ

て
、
市
内
の
指
定
文
化
財
は
、
全
部
で
195
件
と
な
り
ま
し
た
。
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け
ん
ぽ
ん
ち
ゃ
く
し
ょ
く
し
ん
ら
ん
し
ょ
う
に
ん
ぞ
う

し
ょ
う
と
く
た
い

し
ぞ
う

さ
い
れ
い
ち
ょ
う

し
ゅ
う
も
ん
に
ん
べ
つ
ご
は
ん
ぎ
ょ
う
ち
ょ
う

ね
が
い
あ
げ
し
ょ

せ
ん
に
ょ
し
ょ
う
に
ん

あ
ん
じ
ょ
う
の
み
え
い

り
ゅ
う
じ
ゅ

し
ょ
う

し
ん
し
ゅ
う
し
ち
こ
う
そ
う
ぞ
う


